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1993 年東大理□6  
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816416)( 23  uuuuf とおき、 11 ≦≦u における増減を調べる。 
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)(),( tytx の増減をまとめると下記の通り。 )(),( tytx のいずれかが極値をとる点、 0)( ty となる点を求めた。 

 

 

20 t≦ における P の軌跡の概形は、 

右図のようになる。 

 

これより、 P が 2回以上通過する点は 

)0,1( のみである。(証明終) 
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図示すると右の通り。 
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